
(57)【要約】

【課題】金属の表面に金属めっき層を形成しその表面を

粗化して凹凸をつくり、アンカー構造により樹脂との接

着性を向上できる金属樹脂複合体およびその製造方法を

提供する。

【解決手段】金属（１）の表面に金属めっき層（２）を

形成し、その表面をエッチング液で粗化し、その後、粗

化された金属めっき層（２）と樹脂（３）とを接着して

一体化する。金属めっき層（２）の表面平均粗さＲａは

、０．１μｍ以上、さらに好ましくは、０．２～０．８

μｍの範囲である。金属めっき層（２）は、銅またはニ

ッケルであることが好ましい。また、金属めっき層（２

）の表面粗化は、エッチングにより形成されていること

が好ましい。このようにすると、前記の範囲の粗面化処

理を効率よく、安価でかつ正確に得ることができる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
金 属 と 樹 脂 と が 一 体 化 さ れ た 金 属 樹 脂 複 合 体 で あ っ て 、 前 記 金 属 の 樹 脂 側 表 面 に は 金 属 め
っ き 層 を 備 え 、 前 記 金 属 め っ き 層 の 樹 脂 と の 接 着 面 が 粗 化 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 金
属 樹 脂 複 合 体 。
【 請 求 項 ２ 】
金 属 と 樹 脂 と が 一 体 化 さ れ た 金 属 樹 脂 複 合 体 の 製 造 方 法 で あ っ て 、
前 記 金 属 の 表 面 に 金 属 め っ き 層 を 形 成 し 、 前 記 金 属 め っ き 層 の 表 面 を エ ッ チ ン グ 液 で 粗 化
し 、
そ の 後 、 粗 化 さ れ た 前 記 金 属 め っ き 層 と 樹 脂 と を 接 着 し て 一 体 化 す る こ と を 特 徴 と す る 金
属 樹 脂 複 合 体 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 例 え ば プ リ ン ト 配 線 板 、 リ ー ド フ レ ー ム な ど に 有 用 な 金 属 樹 脂 複 合 体 お よ び そ
の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
一 般 的 な 多 層 プ リ ン ト 配 線 板 な ど は 、 金 属 配 線 層 と 樹 脂 絶 縁 層 と の 積 層 体 で あ る 。 ま た 、
半 導 体 部 品 の 多 く は 、 半 導 体 チ ッ プ が 金 属 製 の リ ー ド フ レ ー ム 上 に の せ ら れ エ ポ キ シ 樹 脂
で 封 止 さ れ て い る 。 こ の よ う な 金 属 樹 脂 複 合 体 で は 、 金 属 と 樹 脂 と の 接 着 性 を 上 げ る た め
、 金 属 表 面 を エ ッ チ ン グ 法 、 め っ き 法 な ど に よ り 粗 す こ と が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
前 記 エ ッ チ ン グ 法 は 、 金 属 表 面 に 凹 凸 が 形 成 さ れ る よ う に エ ッ チ ン グ 液 に よ り 金 属 表 面 を
溶 解 す る 方 法 で あ る 。 し か し 、 金 属 は そ の 種 類 に よ り エ ッ チ ン グ 特 性 が 異 な る た め 、 所 望
の 粗 化 形 状 （ 表 面 形 状 ） を 得 る こ と の で き る 適 切 な エ ッ チ ン グ 液 と エ ッ チ ン グ 条 件 を 見 出
す の が 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
め っ き 法 は 、 金 属 表 面 に こ ぶ を つ く る 特 殊 な 銅 め っ き を す る 方 法 で あ る 。 こ の 方 法 は 、 金
属 の 種 類 （ 物 性 ） に 影 響 さ れ ず に 実 施 で き る が 、 こ ぶ を つ く る 特 殊 な 銅 め っ き は コ ス ト 高
で あ る 。 ま た 、 金 属 樹 脂 複 合 体 が 金 属 配 線 層 と 絶 縁 樹 脂 層 と か ら な る プ リ ン ト 配 線 板 の 場
合 、 こ ぶ の 一 つ 一 つ が 大 き す ぎ る の で 、 こ の 金 属 層 で は 微 細 な 配 線 を 形 成 す る こ と が で き
な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 、 前 記 従 来 の 問 題 を 解 決 す る た め 、 金 属 の 表 面 に 金 属 め っ き 層 を 形 成 し そ の 表 面
を 粗 化 し て 凹 凸 を つ く り 、 ア ン カ ー 構 造 に よ り 樹 脂 と の 接 着 性 を 向 上 で き る 金 属 樹 脂 複 合
体 お よ び そ の 製 造 方 法 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 金 属 樹 脂 複 合 体 は 、 金 属 と 樹 脂 と が 一 体 化 さ れ た 金 属
樹 脂 複 合 体 で あ っ て 、 前 記 金 属 の 樹 脂 側 表 面 に は 金 属 め っ き 層 を 備 え 、 前 記 金 属 め っ き 層
の 樹 脂 と の 接 着 面 が 粗 化 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 本 発 明 の 金 属 と 樹 脂 が 一 体 化 さ れ た 金 属 樹 脂 複 合 体 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 前 記 金 属
の 表 面 に 金 属 め っ き 層 を 形 成 し 、 前 記 金 属 め っ き 層 の 表 面 を エ ッ チ ン グ 液 で 粗 化 し 、 そ の
後 、 粗 化 さ れ た 前 記 金 属 め っ き 層 と 樹 脂 と を 接 着 し て 一 体 化 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 に よ れ ば 、 金 属 の 樹 脂 側 表 面 に 金 属 め っ き 層 を 形 成 す る の で 、 粗 化 の 状 態 を 精 密 に
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制 御 で き る 金 属 め っ き 層 を 選 択 で き る 。 そ し て 所 望 の 粗 面 化 処 理 を し た 後 に 金 属 め っ き 層
と 樹 脂 と を 一 体 化 す る こ と に よ り 、 ア ン カ ー 構 造 に よ り 樹 脂 と の 接 着 性 を 向 上 で き る 。 一
体 化 す る 場 合 は 、 加 熱 し て 樹 脂 を 軟 化 ま た は 溶 融 し て も 良 い し 、 接 着 剤 を 使 用 し て も 良 い
。 ま た 、 液 状 の 樹 脂 を 塗 布 し 、 加 熱 お よ び ／ ま た は 紫 外 線 照 射 な ど に よ り 硬 化 さ せ て も よ
い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 本 発 明 方 法 に よ れ ば 、 粗 化 の 状 態 を 精 密 に 制 御 で き る 金 属 め っ き 層 を 形 成 し 、 エ ッ チ
ン グ 液 で 粗 化 し て 所 望 の 粗 面 を 形 成 し た 後 、 金 属 め っ き 層 と 樹 脂 と を 接 着 し て 一 体 化 す る
こ と に よ り 、 ア ン カ ー 構 造 に よ り 樹 脂 と の 接 着 性 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 に お い て は 、 前 記 金 属 め っ き 層 の 表 面 平 均 粗 さ Ｒ ａ は 、 好 ま し く は ０ ． １ μ ｍ 以 上
、 さ ら に 好 ま し く は 、 ０ ． ２ ～ ０ ． ８ μ ｍ の 範 囲 で あ る 。 表 面 平 均 粗 さ Ｒ ａ が ０ ． １ μ ｍ
未 満 で は 、 前 記 ア ン カ ー 構 造 は 得 に く い 傾 向 と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
前 記 金 属 め っ き 層 は 、 銅 ま た は ニ ッ ケ ル で あ る こ と が 好 ま し い 。 エ ッ チ ン グ に よ り 容 易 に
粗 面 化 処 理 し 得 る か ら で あ る 。 金 属 製 樹 脂 複 合 体 が 回 路 部 品 の 場 合 に は 、 電 気 特 性 の 点 か
ら 銅 が と く に 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
前 記 金 属 め っ き 層 の 表 面 粗 化 が 、 エ ッ チ ン グ に よ り 形 成 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。 前 記
の 範 囲 の 粗 面 化 処 理 を 効 率 よ く 、 安 価 で か つ 正 確 に 得 る こ と が で き る か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 の 金 属 樹 脂 複 合 体 は 、 例 え ば プ リ ン ト 配 線 板 、 リ ー ド フ レ ー ム な ど に 有 用 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
プ リ ン ト 配 線 板 の う ち 、 例 え ば 放 熱 性 、 強 度 、 電 磁 波 シ ー ル ド 性 な ど が 要 求 さ れ る 用 途 に
は 、 金 属 ベ ー ス プ リ ン ト 配 線 板 が 使 用 さ れ て い る 。 金 属 ベ ー ス プ リ ン ト 配 線 板 は 、 例 え ば
ア ル ミ ニ ウ ム 板 な ど の ベ ー ス 金 属 の 表 面 に 樹 脂 か ら な る 絶 縁 層 が 形 成 さ れ 、 そ の 上 に 銅 の
回 路 が 形 成 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ア ル ミ ニ ウ ム 板 の 表 面 に 電 気 的 絶 縁 層 を 形
成 す る 前 に 、 金 属 め っ き 層 を 形 成 し 、 そ の 表 面 を エ ッ チ ン グ 液 で 粗 化 す る こ と に よ り 、 ア
ル ミ ニ ウ ム 板 と 電 気 的 絶 縁 層 と の 接 着 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 ア ル ミ ニ ウ ム
仮 と 電 気 的 絶 縁 層 間 の 熱 伝 導 性 も 良 好 で あ り 、 放 熱 性 に も 優 れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 最 近 検 討 さ れ て い る 金 属 ベ ー ス ビ ル ド ア ッ プ 配 線 板 に も 有 用 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
リ ー ド フ レ ー ム の 場 合 、 そ の 金 属 材 料 の 硬 さ 、 曲 げ 加 工 性 、 熱 膨 張 率 な ど の 物 性 が 、 材 料
を 選 択 す る 際 の 重 要 な 指 標 に な る が 、 本 発 明 に お い て は 、 め っ き と エ ッ チ ン グ と い う 化 学
的 処 理 で 表 面 を 粗 化 し て い る の で 、 そ の 金 属 が 有 す る 物 性 を 変 化 さ せ る こ と な く 、 封 止 樹
脂 と の 接 着 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 に お い て 、 金 属 と し て は 、 例 え ば 下 記 を 挙 げ る こ と が で き る 。
（ １ ） ア ル ミ ニ ウ ム 、 ア ル ミ ニ ウ ム に 銅 、 マ グ ネ シ ウ ム 、 ケ イ 素 な ど を 含 有 さ せ た ア ル ミ
ニ ウ ム 系 合 金
（ ２ ） 銅 、 銅 に ス ズ 、 ク ロ ム 、 亜 鉛 、 ケ イ 素 、 ニ ッ ケ ル 、 リ ン 、 鉄 な ど を 含 有 さ せ た 銅 系
合 金
（ ３ ） 鉄 、 鉄 に ク ロ ム 、 ニ ッ ケ ル 、 マ ン ガ ン 、 な ど を 含 有 さ せ た 鉄 系 合 金 な ど 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 発 明 に お い て 、 樹 脂 と し て は 、 例 え ば 下 記 を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
フ ェ ノ ー ル 樹 脂 、 エ ポ キ シ 樹 脂 、 耐 熱 エ ポ キ シ 樹 脂 、 ポ リ イ ミ ド 、 ポ リ エ ス テ ル 、 ビ ス マ
レ イ ミ ド ・ ト リ ア ジ ン 樹 脂 、 フ ッ 素 樹 脂 、 イ ソ シ ア ネ ー ト 樹 脂 、 ポ リ フ ェ ニ レ ン エ ー テ ル
な ど 。 こ れ ら の 樹 脂 は 、 ガ ラ ス 繊 維 、 ア ラ ミ ド 繊 維 な ど で 強 化 さ れ て い て も よ い 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】
金 属 め っ き 層 と し て は 、 前 記 の ご と く 銅 め っ き 層 、 ニ ッ ケ ル め っ き 層 な ど が あ げ ら れ る が
、 銅 め っ き 層 が 好 ま し い 。 金 属 め っ き 層 は 、 電 解 め っ き 法 で 形 成 さ れ て い て も よ く 、 無 電
解 め っ き 法 で 形 成 さ れ て い て も よ い 。 金 属 め っ き 層 の 厚 さ は 、 粗 化 処 理 を 行 な う こ と の で
き る 厚 さ で あ れ ば よ く 、 通 常 ５ ～ １ ０ μ ｍ 程 度 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
金 属 め っ き 層 は 、 樹 脂 層 と の 接 着 面 が 粗 化 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
粗 化 は 、 エ ッ チ ン グ 液 に よ る 粗 化 が コ ス ト 、 生 産 性 な ど の 点 か ら 好 ま し い 。 エ ッ チ ン グ 液
と し て は 、 硫 酸 ・ 過 酸 化 水 素 タ イ プ の エ ッ チ ン グ 液 、 過 硫 酸 塩 タ イ プ の エ ッ チ ン グ 液 、 塩
化 銅 タ イ プ の エ ッ チ ン グ 液 、 塩 化 鉄 タ イ プ の エ ッ チ ン グ 液 、 ア ル カ リ 性 の エ ッ チ ン グ 液 、
有 機 酸 タ イ プ の エ ッ チ ン グ 液 な ど が あ げ ら れ る 。 例 え ば メ ッ ク 社 製 の 「 メ ッ ク エ ッ チ ボ ン
ド シ リ ー ズ 」 （ 商 品 名 ） や 「 メ ッ ク ブ ラ イ ト シ リ ー ズ 」 （ 商 品 名 ） な ど の 市 販 品 を 用 い て
も よ い 。 金 属 め っ き 層 は 、 時 間 の 経 過 に 伴 な っ て そ の 物 性 が 変 化 し 、 エ ッ チ ン グ 特 性 が 変
わ る 場 合 も あ る が 、 そ の 場 合 は 、 エ ッ チ ン グ を す る 前 に 熱 処 理 す る こ と に よ り 物 性 を 安 定
化 さ せ る こ と が で き る 。 例 え ば 銅 め っ き 層 の 場 合 、 熱 処 理 は 、 ８ ０ ～ １ ３ ０ ℃ で ３ ０ ～ ６
０ ０ 秒 間 加 熱 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
さ ら に 樹 脂 と 接 着 性 を 向 上 さ せ る た め に 、 金 属 め っ き 層 の 粗 化 表 面 が 、 樹 脂 と の 接 着 促 進
剤 で 処 理 さ れ て い て も よ い 。 接 着 促 進 剤 と し て は 、 例 え ば シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 （ 特 開 平
６ － ６ ０ ３ ５ 号 公 報 ） や ア ゾ ー ル 類 の 水 溶 液 （ 特 開 平 １ １ － ４ ３ ７ ７ ８ 号 公 報 ） な ど が あ
げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
次 に 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に お け る 金 属 箔 １ と 樹 脂 ３ の 一
体 化 構 造 複 合 体 の 概 略 断 面 図 で あ る 。 金 属 箔 １ の 表 面 に は 金 属 め っ き 層 ２ が 形 成 さ れ 、 そ
の 表 面 は エ ッ チ ン グ に よ り 表 面 が 粗 化 さ れ て い る 。 金 属 め っ き 層 ２ の 粗 化 に よ り 、 樹 脂 ３
が ア ン カ ー 構 造 と な っ て 一 体 化 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 実 施 例 】
［ 実 施 例 １ ～ ５ ］
表 １ に 示 さ れ る 厚 さ ０ ． １ ５ ｍ ｍ の 金 属 箔 に 、 硫 酸 銅 め っ き 浴 （ メ ル テ ッ ク ス 社 製 の 「 カ
パ ー グ リ ー ム １ ２ ５ 」 （ 商 品 名 ） を 使 用 ） を 用 い た 電 解 銅 め っ き を 行 な い 、 厚 さ １ ０ μ ｍ
の 銅 め っ き 層 を 形 成 し た の ち 、 水 洗 し 、 乾 燥 し た 。 つ い で 、 １ ３ ０ ℃ で １ ０ 分 間 加 熱 し 、
め っ き 層 の 物 性 を 安 定 さ せ た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
次 に メ ッ ク 社 製 の 表 面 粗 化 用 銅 エ ッ チ ン グ 液 「 メ ッ ク エ ッ チ ボ ン ド Ｃ Ｚ － ８ １ ０ ０ 」 （ 商
品 名 ） を ス プ レ ー し て 、 銅 め っ き 層 を ２ μ ｍ （ 重 量 法 に よ り 計 算 し た エ ッ チ ン グ 深 さ ） エ
ッ チ ン グ し 、 銅 め っ き 層 表 面 を 粗 化 し た 。 粗 化 さ れ た 表 面 の 平 均 粗 さ Ｒ ａ を 表 １ に 示 す 。
表 面 の 平 均 粗 さ は 、 オ リ ン パ ス 光 学 工 業 社 製 の レ ー ザ 顕 微 鏡 Ｏ Ｌ Ｓ － １ １ ０ ０ に て 、 ス テ
ッ プ 量 ０ ． ０ ２ μ ｍ の 条 件 で 測 定 し た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
得 ら れ た 表 面 に Ｆ Ｒ － ４ グ レ ー ド の 厚 さ ０ ． １ ｍ ｍ の ガ ラ ス エ ポ キ シ プ リ プ レ グ （ 日 立 化
成 工 業 社 製 の Ｇ Ｅ Ａ － ６ ７ Ｎ ） ２ 枚 を 重 ね 、 こ れ を １ ３ ０ ～ １ ８ ０ ℃ 、 成 形 圧 力 ０ ． ５ ～
３ Ｍ Ｐ ａ の 条 件 で 加 熱 圧 着 し て 積 層 板 を 作 成 し た 。 こ の 際 、 プ リ プ レ グ の 温 度 が １ ７ ０ ℃
以 上 で ４ ０ 分 間 以 上 と な る よ う に 加 熱 時 問 を 設 定 し た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｃ 　 ６ ４ ８ １ に 準 拠 し て 積 層 体 か ら 銅 合 金 箔 を 引 き 剥 が し 、 引 き 剥 が し 強 さ を 調
べ た 。 結 果 を 下 記 の 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
［ 比 較 例 １ ～ ５ ］
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比 較 例 １ ～ ５ は 、 め っ き 層 を 形 成 し な い 場 合 の 金 属 と 樹 脂 の 接 着 強 度 を 試 験 し た も の で あ
る 。 す な わ ち 、 表 １ に 示 さ れ る 厚 さ ０ ． １ ５ ｍ ｍ の 金 属 箔 に 、 実 施 例 １ ～ ５ と 同 様 に ガ ラ
ス エ ポ キ シ プ リ プ レ グ 加 熱 圧 着 し て 積 層 板 を 作 成 し 、 銅 合 金 箔 の 引 き 剥 が し 強 さ を 調 べ た
。 結 果 を 下 記 の 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ １ 】
［ 実 施 例 ６ ～ ９ ］
実 施 例 １ ～ ５ と 同 様 に 銅 め っ き 層 を 形 成 し 、 そ の 表 面 を エ ッ チ ン グ に よ り 粗 化 し た 。 粗 化
さ れ た 表 面 の 平 均 粗 さ Ｒ ａ を 表 ２ に 示 す よ う に 変 え た 。 次 に 、 実 施 例 １ ～ ５ と 同 様 に ガ ラ
ス エ ポ キ シ プ リ プ レ グ 加 熱 圧 着 し て 積 層 板 を 作 成 し 、 銅 合 金 箔 の 引 き 剥 が し 強 さ を 調 べ た
。 結 果 を 下 記 の 表 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ３ 】
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以 上 の 結 果 、 金 属 の 表 面 に 金 属 め っ き 層 を 形 成 し 、 前 記 金 属 め っ き 層 の 表 面 を エ ッ チ ン グ
液 で 粗 化 し 、 粗 化 さ れ た 前 記 金 属 め っ き 層 と 樹 脂 と を 一 体 化 す る こ と に よ り 、 ア ン カ ー 構
造 に よ り 樹 脂 と の 接 着 力 の 向 上 が 確 認 で き た 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た と お り 本 発 明 は 、 金 属 の 樹 脂 側 表 面 に 金 属 め っ き 層 を 形 成 す る の で 、 粗 化 の
状 態 を 精 密 に 制 御 で き る 金 属 め っ き 層 を 選 択 で き 、 所 望 の 粗 面 化 処 理 を し た 後 に 金 属 め っ
き 層 と 樹 脂 と を 一 体 化 し て 、 ア ン カ ー 構 造 と す る こ と に よ り 樹 脂 と の 接 着 性 を 向 上 で き る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に お け る 金 属 と 樹 脂 の 一 体 化 構 造 複 合 体 の 概 略 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 金 属 箔
２ 　 表 面 が 粗 化 さ れ た 金 属 め っ き 層
３ 　 樹 脂
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